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井澤鉄兵(主任)・有田沙織(A)・岩元智子(B)・荒井貴文(C)・立山聖(D)・柴山美千夏(E)
浦江健太朗・吉田昌弘・中嶋航太郎・酒井恵理(副担任)

　先日は早くも修学旅行に向けた学習が始まりま

した。みなさんもほぼ確実に行くであろう“ひめゆ

りの塔”の話や、民間人もたくさん避難したガマの

話、当時の沖縄戦の話を立山先生が分かりやすく

詳しく伝えてくれました。今週も、スペシャルゲ

ストをお呼びして、現在も続く沖縄基地問題の話

を踏まえ、「日本の平和を守っていくためにはどの

ようにしていくべきか」や「国際社会をリードす

るためにどのようにしていくべきか」等を考えて

いきたいと思います。

　演出家でもあり、作家でもある鴻上尚史さんは

「不死身の特攻兵」の中で９回特攻に出て９回帰

ってこられた佐々木友次さんにインタビューした

ときの話を次のように綴られています。『特攻隊の

生き残った方々が、フィリピンで捕虜になった後

に、船で日本に帰ってきて、駅に向かって歩いて

いたら石が飛んできて、日本人が「お前らのせい

で日本が負けたんだ！」「馬鹿野郎！」と言ってい

た。」命からがら戻ってきたら、「お前らのせいで

戦争に負けた！」「なんで帰ってきたんだ！」って

同じ日本人から石を投げられるっていうの‥。も

し地獄というものがあるとしたらこれだろうとい

う感じがあった。』

　沖縄戦では４分の３の人が生き延びれたなんて

言いますが、生き残ったほうがつらかった人もたく

さんいたんでしょうね。定期考査終了直後にも関わ

らず、あんなに真剣に、前向きに受けてくれたこと

にとても感謝です。その姿にとても感動しました。

　鴻上尚史さんの話をもう一つ。ほぼ日刊イトイ

新聞というHPに「シンパシーとエンパシー」とい

う話が載っていたので紹介します。

　『シンパシーは同情する気持ちのことで、例えば

シンデレラだったら、「シンデレラはかわいそうだ

な」というもの。エンパシーは共感する能力のこと

で、「シンデレラの継母はどうしてあそこまでシン

デレラに冷たく当たったんだろう？ひょっとしたら

シンデレラの魅力をわかっていて、実の娘が勝てな

いと思ったからなのか」とか考える能力』と述べら

れていました。

　エンパシーはとても大事な力だと常々思っていま

す。相手の立場にたって物事を考えることができ

る、自分だったらどうするかを考えながら行動する

ことができる等、エンパシーが育つことでたくさん

のスキルが身についていくと思います。

　戦争の話も日本から見れば原爆は悪！ですが、ア

メリカからみれば原爆を落としたことが正当化され

ている部分もたくさんあります。どうしてか？自分

なりの考えをもった上でぜひ調べてみるといいでし

ょう。これもエンパシーですね。みんなの修学旅行

をみんなで大事に育てていきましょう。

～シンパシーとエンパシー～

11/23(日)波江野ゼミ「あおぞらボッチャ大会」

「ひめゆりの塔・ひめゆり平和祈念資料館」


